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書記言語における副詞“在”の意味分析 
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7　結びにかえて
　本稿は青木（2015b）の論考を基に副詞＂在＂が生起する文を，
　①複数の時間概念から［複数の出来事の存在］を明確に判断できる例
　②複数の場所概念から［複数の出来事の存在］を明確に判断できる例
　③複数の動作主から［複数の出来事の存在］を明確に判断できる例
　④複数の動作行為の対象から［複数の出来事の存在］を明確に判断できる例
　⑤他の文脈から［複数の出来事の存在］を明確に判断できる例
　⑥様態表現から［複数の出来事の存在］を明確に判断できる例
の六つに分けて考察した。用例は全て小説から引用し，各例において生起する副詞＂在＂は，これまで
の多くの研究者のように［進行］と解釈するよりも，［複数の出来事の存在］と解す方がより妥当であ
ることを証明した。
注
（ 1）副詞＂都＂については青木（2015a）を参照されたい。
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